
1

アマゾン ウェブ サービス ジャパン 株式会社
パブリックセクター コンサルティング本部 シニアセキュリティコンサルタント
松本 照吾

2/22,2019

AWSクラウドはじめの一歩
-大学で学術研究に携わる皆様のために-
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自己紹介

松本照吾(まつもとしょうご)
パブリックセクター コンサルティング本部

シニアセキュリティコンサルタント

官公庁、地方自治体、医療機関、教育機関等の
セキュリティ向上を支援

主な保有資格、活動
・ CISA、CISSP、MBA（University of Massachusetts Lowell)
・ ISACA東京支部 CISA委員会副委員長
・ JASA（情報セキュリティ監査協会） クラウド監査実技WG リーダー
・ ISO21500（プロジェクトマネジメントの国際規格）策定には国内対応委員として規格策定に参加。国際会議に出席
・ JICA技術専門家派遣としてコロンビア政府土地返還プロジェクトにおける情報セキュリティマネジメント講師としての活動に従事
（2016）

好きなAWSのサービス
・ AWS Artifact, AWS Elastic Wolf, Professional Services
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頂きましたミッション（広島大学様本日イベントのご案内より）

“これまで各クラウド事業者から様々なサービスをご
紹介いただき、クラウドとはどのようなものか、何がで
きるのかはわかってきました。しかし、クラウドを利用
するにあたってどのように組合せれば良いのか、何
から始めれば良いのかという疑問が、導入や移行
の障壁になっているのではないでしょうか？”

https://www.hiroshima-u.ac.jp/news/49567
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本日のAGENDA

・AWS、まずは何を理解すればよいか？

・AWS、どこからはじめればよいか？

・AWS、うまくつかいこなすポイントは何か？

・AWSによる支援サービスのご紹介



5

本日のAGENDA

・AWS、まずは何を理解すればよいか？

・AWS、どこからはじめればよいか？

・AWS、うまくつかいこなすポイントは何か？

・AWSによる支援サービスのご紹介
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公共・教育機関におけるAWS

2,300+ 7,000+ 22,000+
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日本の公共・教育機関においてもAWS導入が加速
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皆様の不安、懸念：
クラウドで大丈夫なの？
SINETとの接続は？
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本セミナーの昨年の講演もご参考に！！！

https://www.media.hiroshima-
u.ac.jp/st/news/cloudsympo/cloudsympo-20180309-3.pdf
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WHY AWS？ イノベーションのための豊富なサービス

様々な分野、様々なレイヤのサービスをお客様が選択し、設計することが可能
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WHY AWS？ イノベーションのための豊富なサービス

様々な分野、様々なレイヤのサービスをお客様が選択し、設計することが可能

実際は、これが一番不安＝どこからはじめていいかわからない
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本日のAGENDA

・AWS、まずは何を理解すればよいか？

・AWS、どこからはじめればよいか？

・AWS、うまくつかいこなすポイントは何か？

・AWSによる支援サービスのご紹介
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AWS理解のキーワード：
Learn and be curious
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豊富なサービス、ソリューションの紹介資料

Blackbelt Online Seminar

• AWSでは無料のWebinarを週2回程
度開催

• ソリューションカット、サービスカット、イン
ダストリカット等の切り口で紹介

AWS クラウドサービス活用資料集

• 過去のBlackbeltはじめ各種セミナー
の資料（動画、PDF等）を公開

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/
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まずさわってみる “無料“利用枠の充実

• AWSは利用開始12か月や各種
サービスに対して無料利用枠を提
供

• 無期限提供分として提供される
サービスはAWSのすべてのお客様
が利用可能

https://aws.amazon.com/jp/free/
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“AWS”だけではなく研究者向けのリソース

• 無料利用枠はAWSのサービスだけではなく、
AWS上で稼働するソフトウェアが含まれるも
のもある

• AWS Marketplace では、AWS 無料利
用枠で実行できる無料および有料のソフト
ウェア製品を提供

• AWS 無料利用枠の対象になると、これら
のAmazon EC2 t2.micro インスタンスの
製品を 1 か月あたり最大 750 時間使用
可能

https://aws.amazon.com/jp/free/
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JAWS-UG：実際に利用されている皆様の熱量

• 実際にAWSをご利用の様々なお客
様、パートナー様がユーザーズグルー
プを運営

• 技術別や地域別等、様々な支部に
わかれ、活動

• 知見の共有、コミュニケーションの促
進によりAWS利用者のすそ野を広
げている

• 2019年2月23日に開催される
JAWS DAYS2019はユーザ主催イ
ベントであるが登録者は2300人超

https://jaws-ug.jp/
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本日のAGENDA

・AWS、まずは何を理解すればよいか？

・AWS、どこからはじめればよいか？

・AWS、うまくつかいこなすポイントは何か？

・AWSによる支援サービスのご紹介
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AWS理解のキーワード：
building block
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WHY AWS？ イノベーションのための豊富なサービス

様々な分野、様々なレイヤのサービスをお客様が選択し、設計することが可能
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サービスの組み合わせで設計する

• AWSの一つ一つのサービスを組み合わ
せることで、必要なソリューションの実現
に対する効率性やコストを削減

• 個々のサービスをコンポーネントとして組
み合わせていくことで設計の柔軟性、変
化に強いサービスを実現

• AWSは進化のスピードがはやいため、そ
の変化を受け入れられるサービス設計を
念頭に置くことも重要
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AWSクイックスタート

• AWS クイックスタートは、AWS クラウドで
の主要なワークロード向けに自動化されて
いるリファレンスデプロイ

• 手作業の何百もの手順をほんの数ステップ
に削減するため、本番環境やテスト環境を
素早く構築して、すぐに使用を始めることが
可能

• クイックスタートのテンプレート利用自体は
無料（立ち上がったサービスが課金の対
象）

https://aws.amazon.com/jp/quickstart/
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AWS理解のキーワード：Reinvent
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“Reinvent”の二つの意味

Reinvent=再発明、改革

Reinvent the wheel＝わかりきったこと
をやり直す

• “誰かがすでに終えたこと”を回避し、必
要なことに注力する（ネガティブ）

• 実際に自分で手を動かすことで構造を
理解する（ポジティブ）

AWSが開催するEducational Eventである
Re:inventでは毎年多くの新サービスの発表やお客様事例
紹介、ワークショップ等を開催



25

サービスの特性を理解して“はじめの一歩”を。

• 実現すべきことは同じであっても、管
理負荷を下げてやるべきことに集中
したいのか、きめ細やかな管理や実
行環境に対する責任の確保などに
焦点を置きたいのかによってお客様
に必要な選択肢は異なる

• 各種サービスのチュートリアルや
Blackbeltなどを参考に自分の要
件にあったものを選択
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皆様の不安、懸念：
研究機関に“サービス”を提供したい、連携したい、
でもインターネット経由のサービスは難しい
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Privatelinkによりインターネットを経由せずに、VPC間の
プライベート接続が可能

AWS内のお客様専用の論理ネット
ワーク空間であるVPCに対して他の
VPCをプライベート接続可能にする
ソリューション

• 研究ネットワーク間の接続

• SaaSサービスのプライベート提
供（Marketplaceで販売）

• オンプレミスアプリケーションへの
接続
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本日のAGENDA

・AWS、まずは何を理解すればよいか？

・AWS、どこからはじめればよいか？

・AWS、うまくつかいこなすポイントは何か？

・AWSによる支援サービスのご紹介
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明日の技術者を今日から育てる
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背景

企業
クラウド技術者を増やす必

要がある
実践的なことも学んだ
学生を採用したい

学生
実践的な技術も効率よく身

につけたい

教育機関
学生と社会にニーズに応え
ながら、よい良い学びの場を

提供したい

「明日の技術者を今日から育てるという」
AWSのクラウドの教育、労働力開発のビジョンを具現化するための

中心的な取り組み



31

AWS Educate概要

2015年に提供を開始した学生にクラウドの技術を学生
に習得してもらうための無償のプログラムです

200以上の国でのべ40万人以上の学生が参加していま
す。

申し込みはウェブサイト上で行え、書面での申し込み手
続きは不要です。

http://www.awseducate.com

http://www.awseducate.com/
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AWS Educate プログラムの参加メリット

クラウド技術を学ぶためのラボと

トレーニング環境が提供されま

す

AWSや外部のエキスパート

から提供される教材にアクセ

スできます。

AWSを利用するための

クレジットが提供されま

す

職業に紐づくコース（パス

ウェイ）設定

クラウドに関わる仕事

 クラウド技術を習得することで
様々な職業につく可能性が
生まれます

 学生自身のアプリケーション開
発や起業を目指すきっかけに
なりえます

 学生の就職の機会と企業の
採用機会、どちらの増加にも
貢献します

 自習、カリキュラムへの組み込
みどちらでも利用可能です
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2種類の参加方法があります
Educateアカウントの
種類

AWSのアカウント
の有無

クレジットカードの
登録

利用の条件

AWSアカウント 有り 必要

・すべてのサービスが利用可能
・スターターアカウントの倍以上
のクレジットが提供される
・クレジットを使い切るとカード
への課金が始まる

スターターアカウント 無し 不要

・一部サービスは利用できない
・1年でアカウントの期限が切
れる。（再度新しく作ることは
可能）

Educateプログラムだけの特
別な仕組み
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参加メリット（１）AWS利用クレジット（14歳以上の学生・教員・機
関）

身分 機関加盟 AWSアカウントの有無
クレジット

（USD/年）

学生

有り
有り 100

無し 75

無し
有り 40

無し 30

教員

有り
有り 200

無し 150

無し
有り 75

無し 50

※加盟校の教員は自身が主催するクラスのため50ドル/学生の追加リクエストが可能
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クレジットの利用例
使い方は自由です

センサーのデータと機械学習の環境を使いユーザの利用動向を予測する仕組
みを作ってみる

IoT thing 
utility

IoT
action

AWS 
IoT

IoT
MQTT

protocol

AWS IoT – 100万メッセージで$5 
DynamoDB – 25GB まで無料
Amazon Machine Learning - $0.42 /時間

Amazon 
Machine 
Learning

Amazon
DynamoD

BIoT
Action

クレジットの消費状況は段階的に通知されます。
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実際どのように使われているか（教員メンバーのアンケートより）

クラス内でのデモ

宿題など個人での学習

グループ課題

研究

その他

授業では使っていない

自由にお使いいただけます
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参加メリット（２）キャリアパスウェイ（学生用オンライン学習コンテツ）
目標とする職業に紐づく各30～40時間
を要する自習コンテンツで、小テストを含
み学習のチェックができます。（日本語対
応。）

【12の学習コース】
（基礎を学ぶコース）
Cloud Computing 101
（目標とする職種に紐づくコース）
アプリケーションデベロッパー
クラウドサポートアソシエイト
クラウドサポートエンジニア
サイバーセキュリティスペシャリスト
データインテグレーションスペシャリスト
データサイエンティスト
DevOpsエンジニア
マシンラーニングスペシャリスト
ソフトウェアデベロップメントエンジニア
ソリューションアーキテクト
Webデベロップメントエンジニア



38

参加メリット（３）ジョブサーチ（学生用）

学生が希望すると、AWS Educateに加盟しているメンバー企業のリクルータがプロフィールと
学習進捗を閲覧できるようになります。（初期状態は非公開です。）また、学生はジョブ
ボードの求人情報を自由に閲覧できます。

プロフィールの非公
開・公開切り替え
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参加メリット（４）教員メンバーによるクラス運営
教員メンバーはクラスを作成し、学生を招待できます。

加盟校の場合、クラス向けの追加クレジット（学生1人50ドル）をリクエストできま
す。
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機関登録の方法とメリット

【登録方法】
Webからのお申し込みのみです。
【クレッジット】

メンバークレジットの額が倍以上になります。

クラスルームクレジットのリクエストが可能になります。

【費用や期限、その他】

費用はかかりません。登録期限もありません。機関登録者が行わな
くてはならないメンバー管理業務は特に発生しません。
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世界中で2000を超える機関が登録しています
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申し込みログインともに
www.awseducate.com

http://www.awseducate.com/
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その他の高等教育機関でご利用いただける助成プログラム
AWS Educateと合わせて「学びたい」「使いたい」を包括的にサポートします

ＡＷＳ Ａｃａｄｅｍｙ 対象：学校

クラウド技術を習得し、認定資格を取得するためのカリキュラムの
構築を支援する無償プログラムです。講師のトレーニング、教材が
提供されます。
https://aws.amazon.com/jp/training/awsacademy/

研究向けクレジット 対象：研究者

研究基盤のクラウド移行、研究コミュニティでのクラウド活用、
オープンサイエンスの基盤のクラウド上での構築などクラウドを
活用するサイエンスになどにチャレンジされる研究者にクレジット
を提供します。
https://aws.amazon.com/jp/grants/
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AWS EducateとAWS Academyの比較
Educate Academy

目的
クラウドの学習環境とそれに紐づく求人情報へ
のアクセス環境を学生に提供する。

クラウドの学習コースを教育機関のカリキュラムに
組み込み、クラウドについての理解促進と、生徒の
認定取得を目指す。

学生（生徒）の
対象年齢と対象

14歳以上で、なんらかの教育機関で学習をす
る生徒であればどなたでも（社会人教育も含
む）

高校卒業以上で、Academyプログラムで講師
認定を受けた教員が指導をするクラスがある
Academy加盟校の学生

学習形態

オンライントレーニング（自習）、または教員が
運営する独自のクラスの中で提供されるクレジッ
トを利用しAWSを使用することも可能。学生、
教員が自由に活用できる。

学校で実施される目標とする資格取得のために
デザインされたクラスへの出席、オンライントレーニン
グ、またはそれらの組み合わせ。

参加方法
学生、教員ともの個別に申し込みと利用開始が
自由に可能。登録機関の学生・教員はクレジッ
トが増えます。

機関登録、教員のトレーニングと講師認定が完
了後、クラスが始まり学生が受講できるようになり
ます。

費用
学生、教員、機関、企業のリクルータの登録料、
会費などは一切無い無償のプログラムです。

登録、教員のトレーニング、学習リソースは無料で
提供され、認定試験は教員、学生ともに50%割
引で受験可能になります。

※選択制ではありませんので両方のプログラムに参加することも可能です
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まとめにかえて
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Every cloud journey is unique, but

• すべてのお客様のクラウドの道のりは独
自のものとなります。

• “はじめの一歩”を踏み出すために
AWSは多くのお手伝いをいたします。

• 是非、本日ご紹介の様々な仕組みや
機会をご活用いただければ幸いです。
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ご清聴、ありがとうございました！！！
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One more things:より学ぶ機会を
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熱量にふれに来てください！

https://aws.amazon.com/jp/summits/tokyo-2019/ https://aws.amazon.com/jp/summits/osaka-2019/
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“待ちきれない”“会場には行けない”皆様のために

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/aws-innovate/sessions/
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【参考】
申し込みと利用の概要

※2019年２月現在

Appendix
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教育機関の登録

１）登録した申請者のメールアドレスに
support@awseducate.comから確認のメールが届くので確
認のリンクをクリックする

２）資格審査が行われ、問題がなければ1週間程度で登録
完了を知らせるWelcomeメールが届きますのでログイン設定を
行うURLをクリック

３）ログインパスワードを設定

※機関代表者（CPOC）の方が日常的にログインを行い必
要な作業は特にありませんが、機関の登録者リストを参照でき
る機能などがあります。
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学生の登録

www.awseducate.com
でAWS Educateに参加する
をクリック

Student/学生 を選択

必要事項を記入
【注意点】
・英語の所属校名を正確に記入してください。登録機関校の場合一致する校名があるとリストが表示
され選択可能です。
・学校のメールを使ってください。（ログインアカウントになります）
・卒業予定年月と生まれ年月に矛盾があると問い合わせ確認が必要になり登録に時間がかかります。

http://www.awseducate.com/
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機関登録がされている場合機関名がマッチする加盟校リ
ストが表示されます
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学生の登録（続き）

AWSアカウントがある方は上を選択し入力
無い方は下（スターターアカウント作成）を選択
NEXTを押すと申請が送信されます。

【以降の流れ】
１）登録したメールアドレスにsupport@awseducate.comから確認のメールが届くので確認のリンクをクリックする

２）メールアドレスのドメインなどで資格審査が行われ、問題がなければ2，3日内に登録完了を知らせるWelcomeメールが届く

３）Welcomeメールに従って利用開始
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学生利用画面サンプル

スターターアカウント（AWSアカウントが無い学生）
のログイン後の初期画面

AWSコンソールを
使いたい場合
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教員の方はクラスを作ることができます

※申し込みの流れは学生と同じです

１）教員はクラスを作ることができ、新規メンバーとして学生を
招待することができます。

２）機関登録校の場合、クラスに参加している学生に対し一
人50ドルまでの追加クレジット（クラスルームクレジット）をリク
エストできます。


